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Abstract: The purpose of this study is to clarify the strategies of coach’s gestures trying to

pass on walking skill. It is expected that design guidelines for communicating of physical skill is

obtained if the characteristic tendency of coach’s gestures could be derived. As a result, it was

suggested that coach divided into walk movement for each part where physical sensation could be

easily obtained and explained the movements by gestures. Furthermore, it was also speculated that

there is a strategy to raise learner’s awareness by giving gestures that is opposite to the physical

sense.

1 はじめに

1.1 本研究の背景と目的

スポーツ現場において，学習者へ高度な身体スキル
を伝授するためには，コーチの説明が非常に重要とな
る．聴覚情報処理に比重が置かれる形式知的な情報を
伝達する場合に対し（「説明→理解」）[1]，身体スキル
の情報を伝える場合，情報の送り手となるコーチは，情
報の受け手となる学習者に対して，言葉をかけながら，
ジェスチャーを用いて説明を行うことが一般的なコー
チングとなる．
　ここで，齋藤ら（2002）のモデル [1]に依拠すると，
情報の送り手が「やって見せる」という説明によって，
情報の受け手が，頭で説明されたことを理解したとし
ても，行為までは実践できない場合があり，行為の遂
行を前提とする実践的場面においては，情報の送り手
の説明が，情報の受け手の理解につながり，その理解
によって適正な行為が実践されるまでが，知識情報処
理（「説明→理解→行為の実践」）であることが指摘さ
れている（図 1参照1）．
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1図 1 は，「齋藤洋典・喜多壮太郎著，日本認知科学会編：ジェス
チャー・行為・意味；共立出版，p.212（2002）」より引用．

　スポーツ現場においても，コーチは言葉を適宜かけ
ながら，身振り・手振りのジェスチャーを使用し，学
習者の適正な動作2が実現するまで説明を行う．ここで
重要なことは，コーチの本来の意図が，動作に伴う身
体感覚を学習者に伝えたいことにある．つまりコーチ
による説明とは，それが学習者に伝わることで再現さ
れる動作の指導である一方で，コーチは動作に伴う身
体感覚を学習者が感得することを期待している．
　たとえばコーチが，手本を実演しながら，「足裏前半
分 50%に荷重して立ちましょう」と言葉がけしたと仮
定しよう．これは，いわば学習者の認知的な理解を狙っ
た方便であり，実際には 51%であろうが 48%であろう
が，さほど問題ではない．むしろ具体的な数値を用い
て，足裏前半分に荷重することを分かり易く説明した
上で，立った時に生じる安定感を学習者に体感させる
ことが説明の主眼であり，含意となる．
　一方で，学習者が，その動作を仮に遂行できたとして
も，身体感覚までを感得することは容易ではなく，説明
した動作のみが再現されていたとしても，コーチの期
待している身体感覚まで伴っていないことが往々にし
てある．換言するならば，学習者が適正な動作を遂行し
ていたとしても，身体感覚が伴っていなければ，知識情
報処理として完成されていないと言える．したがって，

2本研究で注目する行為が，特に部位の動きであるため，「行為」
という表現は用いずに「動作」とした．



図 1: 齋藤洋典・白石知子：行為の説明を理解につなぐ知識処理

コーチの説明とは，方便となる言葉がけ（言語情報）に
加え，身体感覚の伝授を一義的としたジェスチャー（身
体表現情報）を実践すると予想される．
　そこで本研究は，学習者の身体スキルの伝授を試み
るコーチのジェスチャーに焦点をあて，その方略につい
て考察することを目的とする．研究の意義として，コー
チのジェスチャーに関する特徴的な傾向を導くことが
できれば，身体スキルの伝授に関するデザイン指針が
得られることが期待される．

2 方法

本研究では，ラグビー年代別日本代表スタッフ [2]と
して活動する（2019年 5月現在）ランニングコーチの第
2筆者が，当時小学 5年生でラグビー選手の児童（以下，
学習者）に対して，歩行スキルのコーチングを行った
際の映像を分析することにより，コーチのジェスチャー
を検討する．

2.1 実施内容

実施日時は 2018年 1月 25日，実施場所は第 1筆者
が所属する教育機関にある無風の屋内アリーナ内のト
レーニングルームで実施した（図 2参照）．
　コーチとなる第 2筆者の略歴は，次の通りである．中
学時代の 100m全国チャンピオンをはじめ, 高校・大学
時代には全国レベルで活躍した競技実績を持ち，現在
はプロのランニングコーチとして活動している．速く
走るための身体の軸を作る立ち方や，効率的な歩き方
の向上を重視し（付録 A参照），年代別ラグビー日本
代表チーム，実業団ラグビー部，欧州プロサッカー選
手など，多くのスポーツ選手の指導実績を持つ（2019

年 5月現在）．

図 2: 歩行スキルのコーチング風景

3 分析と結果

LeBaron（2002）らのトランスクリプトの約束を参
考に [3]，付録Bに示す表記方法を取り決め，トランス
クリプトを作成した（図 3参照）．紙幅の都合により，
歩行スキルに関する内容を中心にまとめる．
　はじめに，コーチは学習者に対して，自由に歩行す
るように指示した．次に，学習者に対して，鏡に写っ
た自身の歩行を自己評価するように求めた．学習者は
自身の左肩が下がっていることを伝え，「そこを感じて
いる」とコーチが発話する場面が確認された．
　続いて，足裏の荷重に関して，足裏の範囲を指で示
す直示的ジェスチャーにより，爪先方向の足裏前半分
を「勝ちポジション」，踵先方向の足裏後半分を「負け
ポジション」の呼称を説明した．次に，立位姿勢で足
裏前半分から，足裏後半分への重心移動を交互に繰り
繰り返した．
　さらに，コーチは足裏後半分への荷重を意識して歩
いた後に，足裏前半分への素早い荷重移動を意識した



図 3: コーチと学習者とのジェスチャーと発話のトランスクリプト



歩きを実演した．そして学習者に対しても，同様の動
作を意識して歩くように指導した．そしてコーチが，学
習者に対して歩行スピードがどのように変化したのか
を質問したところ，速くなったことを学習者が回答す
る場面が確認された．
　次に腕の振りに関して，コーチは，腕を振り弧状に
大きく振って歩行しながら，学習者に対して自身の歩
き方と違う点を尋ねると，学習者は直ぐに「手を動か
していること」と，腕の振りの有無を回答した．その
後，コーチは腕を大きく前から後ろに振る動作を「グ
ン」というオノマトペで表現した．そしてコーチの後
ろに続き，学習者も「グングングン」と発話しながら，
腕を大きく前から後ろへと振り，歩行する場面が確認
された．続いて，コーチは腕の振りと同時に，足裏前
半分への荷重移動を意識した歩行を合わせて行い，学
習者に対して同様の歩行をするように求めた．
　さらに，上肢の姿勢に関して，上肢の姿勢の説明と
して，臍（へそ）と鳩尾（みぞおち）の位置を直示的な
指差しにより説明した．その後，臍と鳩尾との間を引
き離す動作を行い，学習者にも同じ姿勢を求めた．続
いて，臍と鳩尾との間を縮めて身体を丸める動作を行
い，もう一度，臍と鳩尾との間を引き離しながら，足
裏前半分へ荷重して立つ場面が確認された．
　コーチング終了後，コーチは，足裏の荷重，腕の振
り，上肢の姿勢に関する学習者の認知的理解を確認し
た後，学習者に対して歩行するように求めた．

3.1 学習者の歩行スキルの上達

学習者の歩行パフォーマンスが，どのように変化し
たのかを客観的に評価する必要がある．そこで，理学
療法士である第 4筆者（臨床経験は 30年，教育研究経
験は 25年）が，映像データを無音により視認し，コー
チの動作と比較しながら，学習者の歩行について定性
的分析を行った．

3.1.1 コーチング前

理学療法学の視座から，接地面に最も近い腓骨外果
を基準にすると，立位のランドマークである大腿骨大
転子部は直上付近，肩峰は後方，耳垂が直上に位置し
ている．この結果より，腰椎の前彎が増強し，頸部が
軽度前屈位を呈しており，上部体幹が後方へ位置して
いる分だけ，最もエネルギー効率の良い重心線の位置
よりも後方へ重心偏移している可能性が伺われる．そ
のため，頸部の屈曲と肩関節を軽度屈曲位にして上肢
を下垂位よりも前方へ移動することで，前後のバラン
スを取っていることが推察される．
　歩行について，大転子部，肩峰，耳垂の相対的位置関
係は，全歩行周期において立位姿勢と変わりない．両

上肢とも，歩行中の振りは僅かで，手部が大転子より
後方に位置することはない．これによって，骨盤と胸
郭の間で生じる体幹の回旋運動もほとんどないことが
推測される．また，左右共に立脚中期から前遊脚期ま
で出現する股関節の伸展が僅かしか認められない．こ
のため，前遊脚期の踵離地が判然としない状態で立脚
期から遊脚期へと移行している．

図 4: コーチング前の学習者の歩行

3.1.2 コーチング後

立位姿勢は，膝関節伸展位にて耳垂-肩峰-大転子-腓
骨外果を結んだ線が，鉛直線に近似していた．この姿
勢から耳垂-肩峰-大転子のアライメントを崩さずに，自
動運動として前後への重心線の移動を行なえるように
なった．
　歩行については，一側踵接地と反対側踵離地での膝
関節の伸展が不足し，立脚中期での体幹部の上昇もコー
チと比べて小さかった．しかし，腕の振りは前上方へ
と拡大し，手部の振り上げが臍の高さまで達していた．
さらに，踵接地もはっきりと分かるようになり，この
時の対側股関節の伸展が確認できた．
　以上，理学療法学の視座から分析した結果，コーチ
の指導によって学習者の歩行パフォーマンスが上がっ
たことが示された．

図 5: コーチング後の学習者の歩行



4 考察

4.1 歩行スキルの身体感覚

身体スキルが上達するためには，第一に動作の際の
身体感覚を体感することが重要となる．杉原（2003）は
「経験的によく言われるコツというものは，うまくやっ
たとき感じる，言葉ではうまく正確に言い表せない筋
運動感覚を指していることが多い」と報告している [4]．
　また，動作に利用されている知覚情報のほとんどは，
意識にのぼらない潜在的情報であり [5]，他者に伝えに
くい暗黙知的性質を持つ身体知である．日常的な動作
ほど意識され難いが [6]，生まれてから自然に獲得した
歩行は，第 2筆者のような専門のランニングコーチか
らの指導がない限り，歩行に伴う身体感覚を独力で学
習することは難しいと予想される．

4.2 歩行の分解と動作の身体感覚

歩行スキルのコーチングでは，コーチの理想とする
フォームを説明するための身体操作や，臍や鳩尾など
の位置の説明するための直示的な指差し，ハイタッチ
のエンブレム，さらには笑いや頷きの情動表情表出な
ど，コーチによる数多くのジェスチャーが確認された
[7]．
　ここで，研究の主眼となるコーチのジェスチャーに
焦点を絞り，考察する．複雑な身体スキルをコーチン
グする場合，コーチの指導方略として，身体スキルを
構成されるステップに分解し，反復動作を実践させな
がら，ステップごとに習得させて，最後に全体をつな
ぐこと（統合）が行われる [8]．分析の結果から，コー
チは，歩行を足裏の荷重，腕の振り，上肢の姿勢の 3つ
の動作に分解し，身体感覚を一義的とした説明を行っ
ていることが確認された．
　たとえば，立位のジェスチャーは，足裏前半分に荷重
した状態で立った時に生じる安定感を学習者に伝える
ための説明であったと推測される．また，歩行におけ
る腕の振りは，下肢との連動や体幹を安定させること
が明らかになっているが，腕の振りを強調したジェス
チャーは，その重要性の伝えているためと推察される．
さらには，上肢の姿勢について，直示的に臍と鳩尾の
位置を示しながら，体幹の安定性を伝えるために，そ
の距離を離す指導を行っていることが認められた．以
上の結果は，本研究の仮説を裏付けるものとして考え
ることができる．
　また，本研究の分析の狙いには想定していなかった
コーチの特徴的なジェスチャーとして，伝達したい身
体感覚を生み出す動作とは，真逆のジェスチャーも示
していることが明らかとなった．たとえば，踵側の足
裏後半分に荷重移動した際によろめくジェスチャーや，

臍と鳩尾との距離を縮めて身体を丸める動作は，コー
チの期待とは真逆の動作となる．たしかに，すべての
身体スキルのコーチングに，このジェスチャーの方略
が当てはまるとは言い難い．しかし，生まれてから自
然に獲得した歩行スキルは，あまりに自然な動作とし
て自動化されているがゆえに，日常生活では身体感覚
を感じない手応えのない動きとなっている．そのため，
コーチの伝達したくない身体感覚を生み出す動作をジェ
スチャーにより示すことにより，双方の比較可能とな
り，伝えたい身体感覚をより理解させる方略があった
と推測される．

図 6: コーチのジェスチャーに関するモデル

5 まとめと今後の課題

本研究では，歩行スキルのコーチングを試みるコー
チのジェスチャーに注目し，その方略について検討す
ることを目的とした．結果から，コーチは，歩行を身
体感覚を得やすい部位ごとの動作に分解し，その動作
をジェスチャーにより説明していることが示唆された．
また，伝達したい身体感覚とは真逆のジェスチャーも
示すことにより，学習者の気づきをより促す方略があ
ることも推察された．
　今後の課題は，次の通りである．今回は，自動化さ
れていた歩行スキルを，再度，認知学習レベルに戻し
た場合のコーチのジェスチャーに注目し，分析を行っ
た．一方，賢明なコーチは，しばしば学習者に部位の
動作の身体感覚を感得させながら，次第に全体の動き
に統合することを試みる．したがって，ステップが統
合される段階の考察に関しても，今後の射程に入れて
いる．また本研究では，シングルケースに基づく身体
知の学びを探った．一方で，得られた知見の一般性を
論じるにあたり，他の身体スキルも研究対象として知
見を蓄積する必要性があることを述べ，論を閉じる．
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A 足裏の荷重と上肢の姿勢

第 2筆者の関連記事を，図 7に示す．【引用元】Tarzan，
no.716，マガジンハウス，pp.44（2017）　

B トランスクリプトの表記方法

LeBaron（2002）らのトランスクリプトの約束を参
考に [3]，図 8に示すような表記方法を取り決めた．

図 7: 勝ちポジションと勝ちライン

図 8: 表記方法


